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町
長
式
辞
（
抜
粋
）

　　

児
童
数
が
急
激
に
減
少
し
て

い
く
状
況
か
ら
、
今
後
の
小
学

校
教
育
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
た
の
が
、
平
成
17

年
の
秋
の
こ
と
で
し
た
。
そ
れ

か
ら
、
６
年
余
り
の
歳
月
が
流

れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
多
く
の

皆
様
方
と
真
剣
に
考
え
、
議
論

を
繰
り
返
し
、
統
合
に
向
け
て

一
心
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
こ
と
が
、
走
馬
灯
の
ご
と

く
蘇
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
、
私
た
ち
は
、

百
三
十
八
年
の
歴
史
と
伝
統
の

あ
る
小
坂
小
学
校
、
藤
田
小
学

校
、
森
江
野
小
学
校
、
大
木
戸

小
学
校
、
そ
し
て
組
合
立
の
大

枝
小
学
校
が
、
こ
の
国
見
小
学

校
一
つ
に
統
合
し
、
新
た
に
出

発
す
る
歴
史
的
な
瞬
間
を
迎
え

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

慣
れ
親
し
ん
だ
小
学
校
が
な

く
な
り
、
郷
愁
の
念
が
無
い
と

は
決
し
て
言
え
ま
せ
ん
が
、
本

日
産
声
を
あ
げ
た
こ
の
国
見
小

学
校
を
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
素

晴
ら
し
い
小
学
校
に
育
て
て
ま

い
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

児
童
の
皆
さ
ん
、
新
し
い
学

校
で
学
ぶ
こ
と
に
戸
惑
い
も
あ

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
一
日
も

早
く
大
勢
の
お
友
達
と
仲
良
し

に
な
っ
て
、
明
る
く
、
元
気
な

国
見
小
学
校
に
し
て
下
さ
い
。

皆
さ
ん
が
健
や
か
に
た
く
ま
し

く
育
っ
て
い
く
こ
と
を
切
に

願
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
震
災

か
ら
の
復
旧
、
復
興
、
そ
し
て
、

放
射
能
へ
の
対
策
が
求
め
ら
れ

る
大
変
厳
し
い
状
況
の
中
で
、

国
見
小
学
校
立
ち
上
げ
に
向
け

て
、
絶
大
な
る
ご
支
援
を
い
た

だ
い
た
皆
様
、
使
命
感
を
持
っ

て
準
備
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

い
た
皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
そ
し
て
、
国
見
町
の

宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
対
し

て
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
な
い

温
か
い
見
守
り
と
、
国
見
小
学

校
へ
の
ご
支
援
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
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  開開　校校
まちの小学校が一つになるまちの小学校が一つになる

    ― 国 見 小 学 校 開 校 ―― 国 見 小 学 校 開 校 ―

　

開
校
式
に
先
立
ち
、
体
育
館
建

設
に
携
わ
っ
た
施
工
業
者
に
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

【
表
彰
者
】（
敬
称
略
・
順
不
同
）

㈲
佐
藤
測
地

　

代
表
取
締
役　

佐
藤　

辰
男

㈲
小
坂
建
築
設
計
工
房

　

代
表
取
締
役　

小
坂　

和
也

㈲
佐
久
間
工
業

　

代
表
取
締
役　

佐
久
間
友
一

国
見
小
学
校
体
育
館

体
育
館

落
成
セ
レ
モ
ニ
ー

　

平
成
24
年
４
月
、
国
見
町

内
の
５
つ
の
小
学
校
が
統
合

し
、
新
た
に
「
国
見
小
学
校
」

が
開
校
し
ま
し
た
。

　

小
学
校
統
合
シ
リ
ー
ズ
の

最
終
回
（
３
回
目
）
は
、
開

校
式
及
び
入
学
式
の
様
子

と
、
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
た

学
校
生
活
の
様
子
を
お
届
け

し
ま
す
。

み
ん
な
で
築
い
た
開
校
式

　

国
見
小
学
校
の
開
校
式
は
、

４
月
６
日
、
新
築
さ
れ
た
国
見

小
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

式
で
は
、
町
長
式
辞
の
後
、

校
章
と
校
歌
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
町
長
が
ス
テ
ー
ジ
上
で
新

し
く
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
校
章
を

披
露
し
た
後
、
町
長
か
ら
菅
野

校
長
へ
校
旗
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　

続
い
て
、
校
長
・
来
賓
あ
い

さ
つ
の
後
、
児
童
を
代
表
し
て

佐
藤
空そ

ら

と大
君
が
「
新
た
な
伝
統

を
作
る
の
は
僕
た
ち
。
み
ん
な

が
ん
ば
ろ
う
！
」
と
力
強
く
誓

い
の
言
葉
を
述
べ
、
国
見
小
学

校
の
新
た
な
歴
史
が
幕
を
開
け

ま
し
た
。

▲児童を代表して誓いの言葉を述べる

佐藤空
そらと

大君

▲佐藤町長による校章披露 ▲開校式・入学式の様子

　

開
校
式
に
引
き
続
き
、
平
成

24
年
度
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
在
校
生
が
拍
手
で
迎
え
る

中
、
新
入
学
生
が
緊
張
の
面
持

ち
で
入
場
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
入
学
児
童
の
呼
名

が
行
わ
れ
、
ど
の
児
童
も
大
き

な
声
で
元
気
よ
く
返
事
を
し
ま

し
た
。
校
長
式
辞
、
来
賓
祝
辞

に
引
き
続
き
、
新
入
学
児
童
を

代
表
し
て
、
佐
々
木
真
結
さ
ん

に
教
科
書
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　

続
い
て
、在
校
生
を
代
表
し
、

宍
戸
心
さ
ん
が
歓
迎
の
言
葉
を

述
べ
た
後
、
全
校
児
童
が
校
歌

を
斉
唱
し
、
体
育
館
中
に
大
き

な
声
が
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

国
見
小
学
校

初
め
て
の
入
学
式

▲国見小学校校歌を歌う児童のみなさん ▲新入学児童を代表して教科書を授与さ

れる佐々木真結さん

▲入学児童呼名で大きな声で返事をする

新１年生

▲大きな拍手に迎えられ入場する新入学

児童のみなさん

▲左から佐久間さん、小坂さん、

佐藤さん
▲町長から感謝状を授与される佐久間さん
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国見小学校に

町
民
の
み
な
さ
ん
の

町
民
の
み
な
さ
ん
の

　

声
を
聞
き
ま
し
た

　

声
を
聞
き
ま
し
た

　　

町
内
の
５
つ
の
小
学
校
が
統

合
し
、
国
見
小
学
校
が
４
月
か

ら
開
校
し
ま
し
た
。

　

今
ま
で
、地
域
の
核
と
し
て
、

地
域
と
共
に
歩
ん
で
き
た
小
学

校
。
な
く
な
っ
た
の
は
寂
し
い

と
感
じ
て
い
る
町
民
の
方
も
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
一
番
に
考
え
る
べ

き
こ
と
は
「
子
ど
も
た
ち
」
の

こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

国
見
町
の
将
来
を
担
っ
て
い
く

子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
が
統

合
に
よ
っ
て
、
適
正
な
規
模
の

小
学
校
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
、
国
見
町
の
子
ど

も
た
ち
は
、
互
い
に
切
磋
琢
磨

し
な
が
ら
こ
の
学
校
で
学
び
ま

す
。
町
民
み
ん
な
で
築
き
上
げ

て
い
く
で
あ
ろ
う
国
見
小
学

校
。
今
後
、
た
く
さ
ん
の
子
ど

も
た
ち
が
学
校
生
活
を
送
る
国

見
小
学
校
に
期
待
す
る
こ
と

（
お
願
い
し
た
い
こ
と
、
子
ど

も
た
ち
へ
の
思
い
）
な
ど
を
町

民
の
み
な
さ
ん
か
ら
聞
い
て
み

ま
し
た
。

※
４
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た
国

見
小
学
校
の
授
業
参
観
日
に
来

校
し
た
保
護
者
の
方
々
や
、
役

場
に
訪
れ
た
町
民
の
み
な
さ
ん

に
聞
き
ま
し
た
。

期待する声期待する声
廃校となった地域の町民との交
流もぜひして欲しい。
（６０代男性）

楽しく、明るく勉強できるよ
うにしてほしい。（30代女性）

子どもたちが学校生活を楽しく
感じられるような学校にしてほ
しい。（30代男性）  

いろいろな小学校（地区）から児童が
集まってくるので、みんなが一つにな
れるように、一体感ができるように気
配りしてほしい。（40代女性）　伸び伸びした子ども

に育ってほしい。
（60代女性）

子どもたちが伸び伸びと自由
に自分らしさを出してほし
い。（30代女性）　

子どもたちが集団生活に負け
ないようにがんばってほしい。
（30代男性）

小規模校ではできないこと
を、児童には十分体験して
欲しい。（４０代男性）

小・中・幼１校（園）のみに
なるので、一貫した国見町の
教育を期待する。
（５０代男性）

勉強だけでなく、運動
などの活動にも積極的
に取り組んでほしい。
（２０代男性）

町で唯一の小学校なので、施設
面の整備をぜひお願いします。
（３０代男性）

町の行事などに積
極的に参加し、町
民との交流を図っ
てほしい。
（５０代女性）

スクールバスの運行など、
安全面では十分配慮してほ
しい。（４０代女性）

駐車場が少ないので（運動会な
どの学校行事の時に）確保して
ほしい。（30代女性）

これから入学する子どもたちが、
入学を心待ちにするような学校
であってほしい。（２０代女性）

学校と地域の交流が、地域で
子どもを育てる上で大切です。
（５０代男性）

町の子どもたちが、みな同
じ教育を受けられるという
のはすばらしいことです。
（４０代男性）

子どもたちが外で遊ぶ時間
をもっと増やしてほしい。
（30代女性）　

次世代を担う子どもたちなので、
家庭と学校で協力していきたい。
（40代女性）　

子どもを安心して任せられる
学校であることを期待してい
ます。（２０代女性）
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動
き
出
し
た
国
見
小

　

  

二
〇
一
二
年
四
月
新
た
な
歴
史
が
幕
を
開
け
る

校章の由来
「しなやかで強い稲穂」「国見町のシンボル

である桃の花に」『くにみ』の文字…稲穂

と桃の花を、生命力と躍動感、上へ伸びる

力強さの象徴として、国見小学校の子ど

もたちが「しなやかで強く育ってほしい」

という願いが込められている。

　

国
見
小
学
校
校
歌

国
見
小
学
校
校
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

作
詞　
作
詞　

  

和
合
和
合  

亮
一
亮
一

                                           
                                           　　

  　
　
　

作
曲　

　
　
　

作
曲　

  

新
実
新
実  

徳
英
徳
英

　

あ
つ
か
し
山
か
ら　

は
じ
ま
る
青
空

　

あ
つ
か
し
山
か
ら　

は
じ
ま
る
青
空

　

光
る
て
の
ひ
ら　

虹
の
つ
ぶ
や
き

　

光
る
て
の
ひ
ら　

虹
の
つ
ぶ
や
き

　

森
の
小
道
で　

さ
え
ず
り
聞
こ
う

　

森
の
小
道
で　

さ
え
ず
り
聞
こ
う

　

宇
宙　

地
球　

日
本　

福
島

　

宇
宙　

地
球　

日
本　

福
島

　

い
ま　

こ
こ　

国
見

　

い
ま　

こ
こ　

国
見

　

あ
し
あ
と　

わ
た
し　

駆
け
る
よ　

は
や
く

　

あ
し
あ
と　

わ
た
し　

駆
け
る
よ　

は
や
く

　

空
い
ち
め
ん
の　

鼓
動　

深
呼
吸

　

空
い
ち
め
ん
の　

鼓
動　

深
呼
吸

　

あ
つ
か
し
山
か
ら　

は
じ
ま
る
大
空

　

あ
つ
か
し
山
か
ら　

は
じ
ま
る
大
空

　

鳥
の
う
た
ご
え　

風
の
く
る
ぶ
し

　

鳥
の
う
た
ご
え　

風
の
く
る
ぶ
し

　

林
の
あ
い
だ　

は
ば
た
き　

見
よ
う

　

林
の
あ
い
だ　

は
ば
た
き　

見
よ
う

　

宇
宙　

地
球　

日
本　

福
島

　

宇
宙　

地
球　

日
本　

福
島

　

い
ま　

こ
こ　

国
見

　

い
ま　

こ
こ　

国
見

　

夕
焼
け　

友
と　

約
束　

か
わ
す

　

夕
焼
け　

友
と　

約
束　

か
わ
す

　

空
と
あ
し
た
を　

生
き
る　

深
呼
吸

　

空
と
あ
し
た
を　

生
き
る　

深
呼
吸

　

雲
よ　

風
よ　

鳥
よ　

　

雲
よ　

風
よ　

鳥
よ　

　

胸
に　

胸
に　

飛
ん
で
こ
い

　

胸
に　

胸
に　

飛
ん
で
こ
い

　

雲
よ　

風
よ　

鳥
よ

　

雲
よ　

風
よ　

鳥
よ

　

海
に　

星
に　

飛
ん
で
ゆ
け

　

海
に　

星
に　

飛
ん
で
ゆ
け

▲新たに設置された国見小学校正門の表札

▲入学式当日のクラスでの新入学生児童

▲スクールバスで登校する児童

▲初めての授業参観で元気に手をあげる    

1 年生

▲休み時間に一輪車の練習をする児童

▲授業参観で発表する児童

▲休み時間にうんていで遊ぶ児童 ▲体育の授業で逆上がりをする児童

４月の学校の様子４月の学校の様子
町内の５つの小学校から集まっ
た児童、そして新入学 1 年生。
それぞれの思いを胸に新たな学
校生活がスタートしました。

―

開

校

―

―

開

校

―

    
地
域
で
支
え
、

地
域
で
支
え
、

　　

    
み
ん
な
で
築
く
国
見
小

み
ん
な
で
築
く
国
見
小

　

小
学
校
の
適
正
配
置
計
画
が
ス

タ
ー
ト
し
て
か
ら
６
年
余
り
、
こ
こ

に
町
の
歴
史
の
新
た
な
１
ペ
ー
ジ
が

刻
ま
れ
ま
し
た
。

　

児
童
数
の
減
少
と
施
設
の
老
朽
化

を
き
っ
か
け
に
、「
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
望
ま
し
い
教
育
」
の
あ
り
方

を
求
め
て
議
論
が
行
わ
れ
て
参
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
将
来
の
国
見
町
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
第
一
に

考
え
、
適
正
規
模
の
教
育
環
境
で
子

ど
も
た
ち
を
学
ば
せ
た
い
と
い
う
多

く
の
方
の
努
力
に
よ
っ
て
「
町
の
５

つ
の
小
学
校
を
一
つ
に
統
合
す
る
」

と
い
う
道
を
歩
む
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

真
の
小
学
校
の
統
合
は
、
こ
れ
か

ら
が
ス
タ
ー
ト
で
す
。
児
童
の
み
な

さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
５
つ
の
小
学
校

が
築
い
て
き
た
伝
統
や
校
風
を
受
け

継
ぎ
、
新
た
な
国
見
小
学
校
の
伝
統

を
築
き
上
げ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ

う
。

　

国
見
小
学
校
の
歴
史
は
、
地
域
で

支
え
、
町
民
み
ん
な
で
築
き
上
げ
る

も
の
で
す
。「
国
見
小
学
校
に
な
っ

て
よ
か
っ
た
ね
」
と
み
ん
な
が
思
え

る
よ
う
に
、
多
く
の
町
民
の
想
い
を

の
せ
て
、
国
見
小
学
校
は
歩
み
出
し

ま
す
。

▲スクールバスで下校する児童

みんないっしょに
きゅうしょくをた
べることがたのし
いです。
国見小　１年
齊藤　眞緒
（藤田地区）

お友だちがたくさ
んいて、おにごっ
こなど遊ぶとき楽
しいです。
国見小　２年
鈴木　咲千
（大枝地区）

休み時間にジャン
グルジムに上った
ら、たくさんの友
達が見えたよ。
国見小　３年
佐藤　天翔

（森江野地区）

新しいお友だちと
なかよくじゅぎょ
うができてうれし
いです。
国見小　４年
熊倉　亜美
（小坂地区）

国見小は知らない人
ばかりで心配でした
が、今はたくさん友
達ができました。
国見小　５年
志村　春紀
（大木戸地区）

新しい友達と新し
い体育館で運動出
来るのがとてもう
れしいです。
国見小　６年
藤山　紗良
（藤田地区）

国見小開校から 1カ月！　児童に学校生活の感想を聞いてみた！
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【
一
般
の
部
】

準
賞

職
名
で

職
名
で

　

呼
ば
る
る
時
は

　

呼
ば
る
る
時
は

　
　
「
は
い
」
と
言
ふ

　
　
「
は
い
」
と
言
ふ

夫
（
つ
ま
）
は
老
い
た
り

夫
（
つ
ま
）
は
老
い
た
り

　

桜
の
郷
に

　

桜
の
郷
に

　
　
　

山
内　

リ
キ
子

　
　
　

山
内　

リ
キ
子

絵
手
紙
の

絵
手
紙
の

　

母
の
桜
は

　

母
の
桜
は

　
　

色
褪
せ
ず

　
　

色
褪
せ
ず

温
か
き
風

温
か
き
風

　

胸
に
呼
び
込
む

　

胸
に
呼
び
込
む

　
　
　

梅
山　

す
み
江

　
　
　

梅
山　

す
み
江

【
一
般
の
部
】

国
見
町
長
賞      

徳
江
き
み
枝

国
見
町
議
会
議
長
賞　

     

菱
沼　

そ
の

国
見
町
教
育
長
賞　

 

菅
野　

幹
子

選　

者　

賞　

 

鴨
志
田
祐
一

福
島
民
報
社
賞 

衛
藤　
　

優

福
島
民
友
新
聞
社
賞　

     

奥
山
美
奈
子

さ 

く 

ら 

賞 

原　
　

泰
子

さ 

く 

ら 

賞 

八
巻　

督
子

さ 

く 

ら 

賞 

渡
辺　

美
音

さ 

く 

ら 

賞 

菊
地　

奈
緒

さ 

く 

ら 

賞 

大
宮　

源
一

さ 

く 

ら 

賞 

安
彦　

静
江

さ 

く 

ら 

賞 

森
合
恵
美
子

さ 

く 

ら 

賞 

川
瀬　

幸
子

さ 

く 

ら 

賞 

渡
辺　

毬
子

さ 

く 

ら 

賞 

清
野　

幸
男

さ 

く 

ら 

賞 

佐
藤　

モ
ト

さ 

く 

ら 

賞 

千
葉　

　

貢

さ 

く 

ら 

賞 

菅
井　

陽
子

さ 

く 

ら 

賞 

鈴
木　

静
子

さ 

く 

ら 

賞 

松
川
千
鶴
子

さ 

く 

ら 

賞 

室
井　

道
夫

さ 

く 

ら 

賞 

青
木　
　

功

さ 

く 

ら 

賞 

新
妻　

和
子

さ 

く 

ら 

賞 

水
野　

た
ま

さ 

く 

ら 

賞 

廣
田
智
代
子

さ 

く 

ら 

賞 

岩
下　

文
子

さ 

く 

ら 

賞 

鈴
木　

文
子

さ 

く 

ら 

賞 

二
階
堂
ヤ
イ
子

さ 

く 

ら 

賞 

本
田　

策
子

さ 

く 

ら 

賞 

熊
谷
美
知
子

さ 

く 

ら 

賞 

三
浦　

重
子

さ 

く 

ら 

賞 

桑
原
三
代
松

さ 

く 

ら 

賞 

斎
藤　

昭
夫

さ 

く 

ら 

賞 

杉
本　

利
明

さ 

く 

ら 

賞 

小
林　
　

功

特　

別　

賞 

坂
上　

信
也

特　

別　

賞 

後
藤　

正
樹

特　

別　

賞　

  

矢
吹　
　

武

特　

別　

賞 

耕
谷
い
き
い
き

                            

サ
ロ
ン

【
学
生
の
部
】

国
見
町
長
賞 

高
橋　

健
也

国
見
町
議
会
議
長
賞　

　

手
塚　

雄
人

国
見
町
教
育
長
賞　

   

仲
江　

千
穂

選　

者　

賞 

武
部　

夏
実

福
島
民
報
社
賞 

石
丸　

佐
知

福
島
民
友
新
聞
社
賞　

　

安
達　

侑
美

さ 

く 

ら 

賞 

松
川　

佑
香

さ 

く 

ら 

賞 

今
野　

葵
依

さ 

く 

ら 

賞 

槇
原　

侑
香

さ 

く 

ら 

賞 

黒
田　

結
妃

さ 

く 

ら 

賞 

笹
野
加
奈
美

さ 

く 

ら 

賞 

佐
藤　

美
星

さ 

く 

ら 

賞 

佐
藤　

優
実

さ 

く 

ら 

賞 

寺
島
の
ぞ
み

さ 

く 

ら 

賞 

武
田　

聖
史

さ 

く 

ら 

賞 

鈴
木
悠
一
郎

　

今
年
で
第
８
回
を
数
え
る
桜

の
う
た
実
行
委
員
会
（
羽
根
田

ヒ
サ
実
行
委
員
長
）に
よ
る「
国

見
町
桜
の
う
た
表
彰
式
が
、
４

月
15
日
、
Ｊ
Ａ
伊
達
み
ら
い
国

見
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
も
、
町
内
を
は
じ
め
全

国
か
ら
応
募
が
あ
り
、
一
般
の

部
が
６
４
９
首
、
学
生
の
部

が
９
８
３
首
、
合
わ
せ
て
１
、

６
３
２
首
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。

　

式
で
は
、
受
賞
者
の
表
彰
が

行
わ
れ
た
後
、
受
賞
者
を
代
表

し
、
一
般
の
部
準
賞
の
山
内
リ

キ
子
さ
ん
と
、
学
生
の
部
大
賞

の
宍
戸
空く

う
が雅

さ
ん
が
挨
拶
し
ま

し
た
。
続
い
て
、
選
者
の
斎
藤

美
和
子
さ
ん
（
一
般
の
部
）
と

岡
田
稔
さ
ん
（
学
生
の
部
）
が

講
評
を
述
べ
ま
し
た
。

　

▲学生の部準賞の佐藤雪音さん ▲学生の部準賞の渡邉千紘さん ▲一般の部準賞の山内リキ子さん

入
選
者
（
敬
称
略
）

さ 
く 
ら 

賞 

遠
藤　

知
奈

さ 

く 
ら 
賞 

本
村　

優
依

さ 

く 

ら 
賞 

藤
岡　

瞳
美

さ 

く 

ら 

賞 
武
田　

裕
貴

さ 

く 

ら 

賞 
半
澤　

陽
奈

さ 

く 

ら 

賞 

森　

海
南
子

さ 

く 

ら 

賞 

武
見　

伽
笑

さ 

く 

ら 

賞 

市
川　

健
志

さ 

く 

ら 

賞 

瀬
野　
　

翼

さ 

く 

ら 

賞 

佐
藤　

美
月

さ 

く 

ら 

賞 

遠
藤　

優
華

さ 

く 

ら 

賞 

小
針　

光
希

さ 

く 

ら 

賞 

瀬
野　

光
梨

さ 

く 

ら 

賞 

武
田
佳
央
理

さ 

く 

ら 

賞 

中
村　

茉
桜

さ 

く 

ら 

賞 

佐
藤　

菜
子

さ 

く 

ら 

賞 

小
林　

洸
太

さ 

く 

ら 

賞 

安
藤　

舞
子

さ 

く 

ら 

賞 

後
藤　

七
海

さ 

く 

ら 

賞 

齋
藤　

優
衣

さ 

く 

ら 

賞 

保
井　

優
希

さ 

く 

ら 

賞 

森
川　

春
菜

さ 

く 

ら 

賞 

西
村　

郁
美

さ 

く 

ら 

賞 

丹
野　

里
菜

さ 

く 

ら 

賞 

伊
藤　

紗
英

さ 

く 

ら 

賞 

梅
津
英
理
奈

さ 

く 

ら 

賞 

市
川　

歩
美

さ 

く 

ら 

賞 

益
留
百
合
香

さ 

く 

ら 

賞 

近
藤
摩
由
子

さ 

く 

ら 

賞 

広
野　

里
恵

【
学
生
の
部
】

準
賞

幼
く
て

幼
く
て

　

顔
上
げ
て
い
た

　

顔
上
げ
て
い
た

　
　

あ
の
頃
の

　
　

あ
の
頃
の

桜
の
枝
が

桜
の
枝
が

　

や
っ
と
届
い
た

　

や
っ
と
届
い
た

　
　
　

渡
邉　

千
紘

　
　
　

渡
邉　

千
紘

桜
の
木

桜
の
木

　

こ
こ
ま
で
打
て
と

　

こ
こ
ま
で
打
て
と

　
　

呼
ん
で
い
る

　
　

呼
ん
で
い
る

ホ
ー
ム
ラ
ン
打
つ

ホ
ー
ム
ラ
ン
打
つ

　

心
に
決
め
た

　

心
に
決
め
た

　
　
　

佐
藤　

雪
音

　
　
　

佐
藤　

雪
音

目
の
見
え
ぬ

目
の
見
え
ぬ

　

祖
母
に
見
せ
た
い

　

祖
母
に
見
せ
た
い

　
　

桜
の
木

　
　

桜
の
木

桜
（
は
な
）
が
咲
い
た
ら

桜
（
は
な
）
が
咲
い
た
ら

　

散
歩
し
た
い
な

　

散
歩
し
た
い
な

　
　

学
生
の
部　

大
賞

　
　

学
生
の
部　

大
賞

　
　
　
　

　
　
　
　

宍
戸　

空
雅
さ
ん

宍
戸　

空
雅
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

    

※
当
時

※
当
時　　

　
　
　
　
（
大
木
戸
小
学
校
）

　
　
　
　
（
大
木
戸
小
学
校
）

父
母
眠
る

父
母
眠
る

　

公
園
墓
地
に

　

公
園
墓
地
に

　
　

震
災
の

　
　

震
災
の

報
告
に
来
て

報
告
に
来
て

　

桜
に
逢
ひ
ぬ

　

桜
に
逢
ひ
ぬ

　
　

一
般
の
部　

大
賞

　
　

一
般
の
部　

大
賞

　
　
　
　

佐
藤　

典
子
さ
ん

　
　
　
　

佐
藤　

典
子
さ
ん

　
　
　
　
　
（
矢
吹
町
）

　
　
　
　
　
（
矢
吹
町
）

国
見
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
助
成
事
業

国
見
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
助
成
事
業

み
そ
ひ
と

三
十
一
文
字
に
思
い
を
こ
め
て
…

三
十
一
文
字
に
思
い
を
こ
め
て
…

第
８
回
「
国
見
町
桜
の
う
た
」
表
彰
式

第
８
回
「
国
見
町
桜
の
う
た
」
表
彰
式

▲学生の部大賞の宍戸空
く う が

雅さん
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各
種
団
体
で
総
会
を
開
催

各
種
団
体
の
会
長
・
副
会
長
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

◆
生
活
環
境
推
進
員
協
議
会

会
長　
　

八
巻　

友
勝

副
会
長　

鈴
木　

一
成　

◆
健
康
推
進
委
員
協
議
会

会
長　

　

八
巻　

紘
子

副
会
長　

山
崎　

順
子

副
会
長　

髙
橋　

千
枝
子

平成 24年度町内会長会議・
町内会長連絡協議会総会を開催
　
　町では 4月 16 日、平成 24 年度町内会長会議を観月台文化センターで
開催し、64 名の方々に町内会長を委嘱しました。今年度の町内会長は、
次のみなさんです。

平
成
24
年
度
町
内
会
長

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

・
藤
田
地
区

　

駅　

前　

黒
田
加
津
臣

　

錦　

町　

佐
藤　

金
一

　

大
町
南　

遠
藤　

政
勝

　

大
町
北　

村
木　

一
郎

　

本　

町　

後
藤　

邦
彦

　

宮
町
南　

佐
藤　

辰
雄

　

宮
町
北　

古
川　

比
司

　
藤
田
宮
前　

管
野　

博
美

　
藤
田
光
陽　

宍
戸　

三
男

　

町　

東　

吉
田
久
代
治

　

宮　

東　

髙
橋　

正
夫

　

鶉　

町　

佐
久
間
利
信

　

上　

野　

南　
　

良
祐

　
石
母
田
東　

佐
藤　

金
宏

　
石
母
田
表　

市
川　

忠
明

　
石
母
田
北　

宍
戸　

喜
蔵

　
石
母
田
原　

菊
地　

勝
美

　
石
母
田
西　

阿
部　

靖
博

　

山
崎
北　

髙
橋　

善
勝

　

滝　

山　

宍
戸　

豊
七

　

小　

林　

鈴
木　

　

功

　

山
崎
舘　

髙
橋　

弘
信

　
山
崎
小
舘　

中
村　

洋
平

　
山
崎
宮
舘　

吉
田　

輝
雄

　
山
崎
沢
田　

井
砂　

研
二

　

宮　

前　

橋
本　

和
枝

　
源
宗
山
東　

奥
山　

廣
一

　
源
宗
山
西　

秦　
　

玖
次

　
源
宗
山
北　

引
地　

友
幸

　

大　

坂　

菅
野
善
一
郎

　
山
崎
耕
谷　

齋
藤　

　

弘

・
小
坂
地
区

　

小　

坂　

斎
藤　

金
夫

　

太
田
川　

一
條　

善
助

　

前　

田　

安
藤　

正
晴

　

板　

橋　

阿
部　

良
三

　

板
橋
南　

蒲
倉　

　

孝

　

泉
田
上　

藤
原　

碩
述

　

泉
田
中　

佐
藤　

精
市

　

泉
田
下　

紺
野　
　

一

　

鳥　

取　

佐
藤　

洋
一

　

内
谷
西　

赤
坂　
　

齋

　

内
谷
東　

佐
藤　

清
二

・
森
江
野
地
区

　

第　

１　

佐
久
間
正
弘

　

第　

２　

野
口　

　

久

　

第　

３　

大
波　

建
一

　

第　

４　

佐
藤　

和
夫

　

徳
江
北　

小
野　

智
義

　

第　

７　

徳
江　
　

昇

　

第　

８　

村
上　

徳
昭

　

第　

９　

實
沢　

勝
範

　

第　

10　

高
橋　

春
夫

　

第　

11　

岡
崎　

勝
男

　

第　

12　

佐
藤　

信
成

・
大
木
戸
地
区

　

貝　

田　

阿
部　

初
男

　

光
明
寺　

渋
谷　

福
重

　

高　

城　

八
島　

義
信

　

大
木
戸　

志
村　

良
男

　

山　

根　

浅
野　

富
男

・
大
枝
地
区

　

原　

町　

小
林
庄
太
郎

　

築　

舘　

松
浦　

幹
男

　

並　

柳　

松
浦　

常
雄

　

中　

部　

瀬
戸　

源
一

　

北　

部　

井
砂　

善
榮

　

川　

内　

鈴
木　

　

薫

退
任
さ
れ
た

町
内
会
長
に
感
謝
状

　

町
内
会
長
会
議
で
は
、
長
年

町
内
会
長
と
し
て
ご
尽
力
い
た

だ
き
、
退
任
さ
れ
た
方
へ
佐
藤

町
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま

し
た
。

退
職
さ
れ
た
皆
さ
ん
（
敬
称
略
）

　

氏　
　

名　
　

町
内
会　

勤
続
年
数

前
田　

磨     （
町　

東
）
１
年

太
田　

努     （
上　

野
）
５
年

佐
藤
善
次
郎
（
石
母
田
東
）
２
年

佐
藤　

且
雄
（
石
母
田
表
）
２
年

髙
木　

万
作
（
石
母
田
北
）
２
年

八
島　

博
正
（
山
崎
北
）
14
年

佐
藤　

正
利
（
滝　

山
）
７
年

草
野　

弘
道
（
宮　

前
）
１
年

五
十
嵐　

力
（
大　

坂
）
12
年

佐
藤　

秀
夫
（
小　

坂
）
４
年

佐
藤　

榮
壽
（
泉
田
上
）
14
年

熊
坂　

　

正
（
内
谷
西
）
６
年

谷
津　

正
清
（
第　

１
）
３
年

石
川　

敏
章
（
第　

４
）
１
年

八
巻　

忠
一
（
徳
江
北
）
６
年

村
上　

正
勝
（
第　

９
）
１
年

菊
地　

久
男
（
第　

10
）
１
年

菊
地　

善
昭
（
第　

11
）
１
年

佐
久
間
道
夫
（
第　

12
）
２
年

八
島　

進
一
（
高　

城
）
４
年

 　

全
国
交
通
安
全
運
動

　

出
動
式

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の

出
動
式
が
４
月
５
日
、
福
島
北

警
察
署
桑
折
分
庁
舎
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

出
動
式
に
は
、
町
の
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
く

に
み
も
も
た
ん
」
も
登
場
し
、

ド
ラ
イ
バ
ー
に
交
通
事
故
防
止

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

自
動
車
・
二
輪
車
利
用
者

に
対
す
る
街
頭
指
導

　

自
動
車
・
二
輪
車
利
用
者
に

対
す
る
街
頭
指
導
が
４
月
10

日
、「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
め

ざ
す
日
」
に
合
わ
せ
て
藤
田
駅

前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
交
通
安

全
協
会
や
交
通
安
全
母
の
会
の

皆
さ
ん
が
、
乗
降
客
一
人
一
人

に
声
を
か
け
な
が
ら
チ
ラ
シ
を

配
り
、
交
通
事
故
防
止
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

春

の

全

国

交

通

安

全

運

動

春

の

全

国

交

通

安

全

運

動

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
４
月
６
日
（
金
）
か
ら
15
日
（
日
）

ま
で
の
10
日
間
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
あ
り
が
と
う　

孫
か
ら
教
わ
る　

交
通
ル
ー
ル
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
を
訴
え
ま
し
た
。

町
内
会
長
連
絡
協
議
会

会
長
に
中
村
洋
平
さ
ん

（
山
崎
小
舘
）
が
選
出
さ
れ
る

　

町
内
会
長
会
議
に
続
き
開
催

さ
れ
た
町
内
会
長
連
絡
協
議
会

の
総
会
で
は
、
次
の
と
お
り
役

員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。（
敬

称
略
）

　　

会　

長　

中
村　

洋
平　

 

　

副
会
長　

阿
部　

初
男

　

会　

計　

佐
藤　

清
二

　

理　

事　

佐
藤　

金
一

　
　

〃　
　

後
藤　

邦
彦

　
　

〃　
　

菊
地　

勝
美

　
　

〃　
　

齋
藤　
　

弘

　
　

〃　
　

紺
野　
　

一

　
　

〃　
　

徳
江　
　

昇

　
　

〃　
　

渋
谷　

福
重

　
　

〃　
　

鈴
木　
　

薫

　

監　

事　

野
口　
　

久

　
　

〃　
　

松
浦　

常
雄

◆
婦
人
会
連
絡
協
議
会

会
長　
　

安
田　

節
子

副
会
長　

関
口　

祐
子

副
会
長　

菊
地　

惠
子

◆
赤
十
字
奉
仕
団

委
員
長　

　

安
田　

節
子

副
委
員
長　

松
浦　

常
雄

副
委
員
長　

佐
藤　

愛
子



―〈13〉―（広報くにみ 2012 . 5 ) （広報くにみ 2012 . 5 ) ―〈12〉―

　　

国
見
町
消
防
団
の
辞
令
交
付

式
が
４
月
２
日
、
観
月
台
文
化

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
退
職
団

員
９
人
と
新
入
団
員
12
人
に
吉

田
春
夫
団
長
か
ら
辞
令
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
再
任
団
員
23
人

及
び
階
級
異
動
団
員
18
人
に
も

辞
令
が
交
付
さ
れ
、
新
た
な
体

制
で
の「
火
の
守
り
」が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

◆
退
職
団
員
（
敬
称
略
）

　
　
（
３
月
31
日
付
）

　

階
級　
　
　

氏　

名

　

分
団
長　
　

舟
山　

武
継

　

分
団
長　
　

佐
藤　

保
夫

　

部　

長　
　

小
林　

裕
一

　

副
部
長　

　

徳
江　

　

忠

　

班　

長　
　

吉
田　

誠
司

　

団　

員　
　

安
藤　

裕
子

　

団　

員　
　

布
瀬　

健
一

　

団　

員　
　

大
泉　

哲
男

　

団　

員　
　

松
浦　

　

浩

　
◆
新
入
団
員
（
敬
称
略
）

　
　
（
４
月
１
日
付
）

１
分
団
２
部　

安
藤
真
奈
美

１
分
団
３
部　

菅
野　

謙
一　

２
分
団
１
部　

齋
藤　

仁
志　

２
分
団
２
部　

渡
邉　

章
平　

３
分
団
２
部　

鈴
木　

由
桂　

３
分
団
２
部　

斎
藤　

達
二

４
分
団
１
部　

玉
手　

　

淳

４
分
団
１
部　

玉
手　

紀
明

５
分
団
１
部　

佐
藤　

良
広

５
分
団
２
部　

渡
辺　

嘉
仁

５
分
団
２
部　

渋
谷　

雅
人

５
分
団
３
部　

赤
間　

秀
雄

　

町
職
員
の
定
期
人
事
異
動
に

伴
う
辞
令
交
付
式
は
３
月
30
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新

規
採
用
職
員
に
つ
い
て
も
、
４

月
２
日
に
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

●
退
職
者
（
３
月
31
日
付
）

八
島　

英
雄

　
（
参
事
兼
住
民
生
活
課
長
）

安
藤　

信
男

　
（
参
事
兼
保
健
福
祉
課
長
）

渋
谷　

和
洋

　
（
参
事
兼
生
涯
学
習
課
長
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
新
採
用
者
（
４
月
１
日
付
）

横
山　

裕
子

　
（
会
計
室
主
事
）

熊
谷　

朋
子

　
（
住
民
生
活
課
主
事
）

佐
藤　
　

光

　
（
保
健
福
祉
課
主
事
）

関
口　

七
実

　
（
上
下
水
道
課
主
事
）

佐
久
間
法
仁

　
（
税
務
課
主
事
）

教
育
の
向
上
に
尽
力

　

―
教
職
員
離
・
着
任
式
―

　

町
教
職
員
の
離
任
式
が
３
月

30
日
に
行
わ
れ
、
町
内
の
小
学

校
統
合
の
た
め
例
年
よ
り
多
い

24.
人
の
教
職
員
が
別
れ
を
告
げ

ま
し
た
。

　

４
月
２
日
に
は
、
町
教
職
員

着
任
式
が
行
わ
れ
、
10
人
の
教

職
員
が
新
設
の
国
見
小
な
ど
へ

着
任
し
ま
し
た
。　

火
の
守
り
、
新
体
制 

―
消
防
団
辞
令
交
付
―

国見町職員組織表

原発災害対策室を設置原発災害対策室を設置
　４月より、原発災害に対応するため、原発災害対策室を新設いたしました。対策室では、町除染実施計画に基
づく放射性物質の除染活動を中心に、空間線量や食品中に含まれる放射能の測定、放射能測定器具や除染器具の
貸出などを行います。なお、原発災害対策室は、国見町観月台文化センター地階旧演習室にあります。

38
件
の
辞
令
を
発
令

―
町
職
員
定
期
人
事
異
動
―

町長　佐藤　力　　副町長　須田善治　　教育長　武田正昭 　　　　　　　　平成 24 年 4月 1日現在

課　　名 参事及び課長 主幹及び
課長補佐 係　　名 係　　長 係　　　員

総 務 課 参事
武田　幹夫

主幹　菊地弘美
補佐　阿部正一

庶 務 係
☎ 5 8 5 - 2 1 1 2 菊地　弘美 八島　　章　　鑓水　竜一

財 政 係
☎ 5 8 5 - 2 1 1 4 阿部　正一 中條　伸喜　　戸田　良樹

企 画 情 報 課 参事
安田　博三

企 画 情 報 係
☎ 5 8 5 - 2 9 2 7 安藤　充輝 半澤　一隆　　中野　敬一

国 土 調 査 係
☎ 5 8 5 - 2 9 6 7 阿部　善徳

税 務 課 菅野　信朗

課 税 係
☎ 5 8 5 - 2 7 7 8 佐藤　光男 小野　笑子　　鈴木　　巧　　佐久間法仁

松浦　昭太
収 納 係
☎ 5 8 5 - 2 7 8 0 実沢　隆之 羽田　雄磨　　横山　　彰

住 民 生 活 課 蓬田　英右 補佐　黒木浩子

戸 籍 係
☎ 5 8 5 - 2 1 1 5 黒木　浩子 大津　香織　　熊谷　朋子

住 民 防 災 係
☎ 5 8 5 - 2 1 1 6 澁谷　康弘 佐藤　智宏　　加藤　克洋

原発災害対策室 室長
（蓬田　英右） 補佐　羽根洋一 原発災害対策係

☎ 5 8 5 - 2 1 5 8 羽根　洋一 榊　　英則　　齋藤　雅敬　　大竹　由樹

保 健 福 祉 課 佐藤　克成 補佐　蓬田恭子

（地域包括支援 
 センター所長
  佐藤克成） 

保 健 係
☎ 5 8 5 - 2 7 8 3 蓬田　恭子 佐藤　　薫　　大内　　恵　　阿部　晃子

国 保 係
☎ 5 8 5 - 2 7 8 5 大勝　宏二 豊野　好洋　　車田　沙織　　三村　知子

社 会 福 祉 係
☎ 5 8 5 - 2 7 9 3 佐藤　温史 実沢美代子　　五十嵐佐和

長 寿 介 護 係
☎ 5 8 5 - 2 1 2 5 東海林八重子 黒田　典子　　佐藤　　光

地域包括支援センター
☎ 5 8 5 - 2 7 0 2 （東海林八重子） 髙橋由香里　　佐藤　和也

産 業 振 興 課 引地　　真 補佐　吉田義勝 産 業 振 興 係
☎ 5 8 5 - 2 9 8 6 佐藤　智昭 野村　康宏　   （佐藤　貴浩）　  佐藤　孝法

後藤　拓太

農 業 委 員 会 局長
（引地　　真）

農 業 委 員 会
☎ 5 8 5 - 2 8 9 0 （吉田　義勝） 佐藤　貴浩

建 設 課 羽根田孝司 補佐　松浦昭一

建 設 係
☎ 5 8 5 - 2 9 7 1 松浦　昭一 ≪二本木　優≫　徳江　宏行　　徳江　雄太

管 理 係
☎ 5 8 5 - 2 9 7 2 渡邊　和巳 鴫原　貴史　　蓬田　祐子

上 下 水 道 課 遠藤　喜正

水 道 係
☎ 5 8 5 - 2 9 9 7 宍戸　浩寿 村上　正幸　　鈴木　雅也　　関口　七実

下 水 道 係
☎ 5 8 5 - 2 9 8 4 村上　幸平 ≪主幹　真壁賢治≫　≪補佐　太田輝美≫　

吾妻　健一

会 計 室
会計管理者
（会計室長）
武田　　智

出 納 係
☎ 5 8 5 - 2 7 0 0 菊地　富子 横山　裕子

議 会 事 務 局 参事
佐藤　政弘

議 会 事 務 局
☎ 5 8 5 - 3 2 9 5 松野　雪子

（教育委員会）
学 校 教 育 課

教育次長
（学校教育課長）

参事
佐藤　弘利

学 校 教 育 係
☎ 5 8 5 - 2 8 9 2 中田　利枝 大勝　晴美　　板垣　慶太

給 食 セ ン タ ー
☎ 5 2 9 - 1 5 5 1

（所長）
佐久間　正

（教育委員会）
幼 児 教 育 課 引地　由則

幼 児 教 育 係
☎ 5 8 5 - 2 1 1 9 中山ミエ子 木村　恒夫

藤 田 幼 稚 園
☎ 5 8 5 - 2 3 3 4

副園長
阿部　正子 松浦　　希　　小泉　理沙　　田沼　知恵

森 江 野 幼 稚 園
☎ 5 8 5 - 4 7 8 4

副園長
菊地　啓子 佐久間翔子

（保育所長　
　引地由則）

保 育 所
☎ 5 8 5 - 2 3 7 4

鑓水　伸江　　清野　真純　　羽田　里美
遠藤　枝里　　中田　千尋　　小川めぐみ

（教育委員会）
生 涯 学 習 課

武田　正裕
（公民館長）

社 会 教 育 係
☎ 5 8 5 - 2 6 7 6 黒澤　敦子 中野由起子　　大栗　行貴

文化スポーツ係
☎ 5 8 5 - 2 6 7 6 石澤　　廣 村木　貴紀

▲観月台文化センターで行われた教職員着任式

転入 転出
学校名 職名 氏名 前任校 学校名 職名 氏名 新任校
国見小 教諭 渋谷　要 臼石小 小坂小 教頭 中目　雅彦 御舘小
〃 教諭 阿部　仁実 大枝小 〃 教諭 菅藤　恭子 保原小
〃 教諭 二階堂　宏 大森小 〃 養護教諭 高野　麻美 退職
〃 教諭 橋本久美子 伊達小 藤田小 校長 大橋　芳光 退職
〃 教諭 古田　由美 津島小 〃 教諭 佐藤　宏美 柱沢小

県北中 校長 早崎　保夫 郡山市教委 〃 教諭 佐藤　利果 睦合小
〃 教諭 大波　陽子 二本松二中 〃 教諭 黒田　道子 醸芳小
〃 教諭 真柴　善継 原町二中 〃 教諭 渡辺　幸広 山舟生小
〃 教諭 大槻　和富 立子山中 〃 教諭 須佐　好宏 鳥川小
〃 教諭 菊田　文彦 梁川中 森江野小 校長 三浦　彰子 余目小

※ 町内の異動については、省略いたしました。
〃 教頭 菊田　保 堰本小
〃 教諭 大室　圭 大波小
〃 教諭 渡辺　恵子 退職
〃 教諭 中野美登利 梁川小
〃 教諭 須田　裕子 粟野小
〃 養護教諭 島　信子 退職
〃 主査 渡邉美由紀 小手小

大木戸小 校長 福原太一郎 伊達小
〃 教頭 田辺　節子 伊達崎小
〃 教諭 狩野　正子 福島四小
県北中 校長 高橋　卓夫 松陽中
〃 教諭 佐藤　仁一 伊達市教委

〃 教諭 柴田　雅明 醸芳中
〃 教諭 舟山　正博 梁川中

ーお詫びー
　4月号でお知らせしました次の記事に
ついて誤りがありました。お詫びして訂
正いたします。
・10 ページ「平成 24 年度一般会計当初
予算額の推移」23 年度との比較
　【誤】4億 5,900 万円の減額
　【正】4億 5,900 万円の増額
・26 ページ「農業委員会の総会日程」
日時
　【誤】2月 20 日（月）、3月 19 日（月）
　【正】4月 20 日（金）、5月 22 日（火）

＊（　）は兼務職員、　《　》は、東日本大震災に伴う災害復旧・復興等に対応するため他市町からの派遣職員
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国
見
町
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
沢
木
順

さ
ん
は
、
各
地
の
公
演
会
場
で
国
見
町
の
こ
と
を
話
さ
れ
募
金
を

募
り
、
ま
た
ご
自
身
の
グ
ッ
ズ
の
売
り
上
げ
な
ど
を
義
援
金
と
し

て
町
に
送
ら
れ
て
い
ま
す
。
４
月
23
日
に
は
８
回
目
と
な
る
義

援
金
を
町
に
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

沢
木
さ
ん
は
、
６
月
３
日
（
日
）

に
も
国
見
町
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー

体
育
館
で
午
後
２
時
か
ら
無
料
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。（
25
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

　　　出会いの４月～新たな学び舎へ～

➋➌藤田保育所入所式

➎➏藤田幼稚園入園式

➐➑森江野幼稚園入園式

➊➍県北中学校入学式

➒森江野季節保育所開所式

➓大枝・大木戸季節保育所開所式

　春は出会いの季節。夢と希望を胸に、元気いっぱいに新たな学び舎

で輝く未来へのスタートをきりました。

　来年度（平成 25 年度）より幼稚園の統合及び 3年保育の開始に伴い、

藤田幼稚園及び森江野幼稚園、さらには町内の各季節保育所も今年度

限りで閉園（所）となります。

　思い出のたくさん詰まった幼稚園・季節保育所での最後の 1年が始

まりました。

町の復興にご尽力　　ありがとうございました
　～ 国 見 町 事 務 職 員 派 遣 終 了 ～
　派遣職員として、町の復興のためご尽力された嶋田さん、北田さ
んが 3月 31 日、退職辞令の交付を受け任期を終えました。
みなさんへ、お 2人よりメッセージをいただきましたので、ご紹
介します。

国見町での２２３日間を振り返って
　　　　　　　　三重県　津市　北田　誠治
　国見町での任務を終え、一定の役割を果たせ
たのではないかとの想いと、もっと力になりた
かったとの想いがあります。
　職員の方には大変お世話になり、心から感謝
しています。町民の方からも有り難いお言葉を
頂戴し、大変恐縮でありました。
　今後も、町長を始めとする職員や町民の皆様
方には、粘り強く復興への歩みを進めていただ
きたいと存じます。
　今後も三重県からエールを送り続けます！
　衝撃的なおいしさだった桃も宣伝します！！
　応援しでっがら国見町！！！

まちの復興の
ために
国見町で活動する全国の自治体か
らの応援職員を紹介します。

福岡県筑後市
建設部　上下水道課　
主査　二本木　優　さん

　福岡県筑後市（福岡県南部に位置する人口約
５万人の市）より、応援職員として、平成２４年
６月までの期間、土木の専門知識を生かし、町内
の土木関係の災害復旧を担当している二本木優さ
ん。
　「がんばろう ふくしま」の声を耳にして、派遣
を希望されたそうです。「遠く九州では福島県の内
陸都市の状況は報道される事が無く、実情を把握
できずに赴任しましたが。国見町に来て被害の大
きさに驚き、また、震災より１年復旧に向けた国
見町の努力と苦労をうかがい知りました。
　３ヶ月間と短い期間ではありますが、復興への
一助と成り得れば幸いです。」と話してくださいま
した。

　国見町事務職員派遣を終えて　
　　　　　　京都府　京丹後市　嶋田　圭悟
　10 月から 3月までの 6ヶ月間震災対応の事務
職員派遣として税務課で勤務させてもらいまし
た。派遣期間中は、町県民税・固定資産税の町
税減免業務と確定申告対応、また、滅失家屋等
の現地確認作業などに従事し、多くの町民のみ
なさんと話をさせてもらうことができました。
　 話を聞く中で震災が発生したときの様子、被
害の甚大さを知り、人の無力さ、苦労を感じ、
一方で人と人の支えあいの気持ちを学びました。
　原発被害にあっては、防ぎようの無い深刻な
被害に対し、少しずつでも前に進んでいこうと
されている勇姿にかえって私自身が励まされま
した。
　まだ復興へは時間がかかると思いますが、そ
の時間がみなさまの福幸（ふっこう）となれば
と祈念しています。6ヶ月間ありがとうございま
した。

❶❶ ➋➋

➌➌ ➍➍ ➎➎

➏➏ ➐➐

➓➓➒➒

➑➑

復興への支援
毎
年
、
町
を
コ
ン
サ
ー
ト
で
訪
れ
る
沢
木
沢
木    

順順
さ
ん

　

国
見
町
へ
８
回
目
の
義
援
金
贈
呈
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補助金交付に必要な書類

　次の書類をおおむね着工の 10 日前までに役場企画

情報課に提出してください。
　①補助金交付申請書
　②事業計画書
　③承諾書（共有名義で所有し居住する若しくは居住しよう
　　  とする町内の住宅等にシステムを設置する方）

　④納税証明書
　　（1月 1日現在の住所地で証明書交付を受けてください。）
　⑤補助金手続代行届
※その他に設置区分によりそれぞれ次の添付書類が
　必要となります。

◆既存の住宅にシステムを設置
　・設置住宅の所在を示す地図
　・着工前の現場写真
　・工事請負契約書の写し及び内訳明細書
　・対象システムの性能を示す書類
　・振込口座がわかる預金通帳の写し
　

◆住宅を新築時にシステムを設置
　・設置住宅の所在を示す地図
　・システムが設置される前の建築中の写真
　・対象システム設置に係る経費内訳の確認ができ
　　る見積書
　・工事請負契約書の写し
　・対象システムの性能を示す書類
　・振込口座がわかる預金通帳の写し
　

◆システムが設置された住宅を購入
　・設置住宅の所在を示す地図
　・購入予定住宅の写真
　・対象システム設置に係る経費内訳及び発電量の
　　確認ができる書類
　・対象システムの性能を示す書類
　・振込口座がわかる預金通帳の写し
　・その他、町長が必要と認める書類
　※システムが設置された住宅を購入する方は、住
　　宅の売買契約前に申請ください。

【注意点】
　・申請書類を受付後、町で補助金の交付決定通知
　　を送付いたします。着工は決定通知書受理後に
　　お願いします。申請書類を提出後、交付決定が
　　届くまで 10 日程度かかるため、申請書類は、　
　　少なくとも着工の 10 日程度前には提出するよう
　　お願いします。
　・条件によっては、その他、町長が必要と認める
　　書類の提出を求める場合があります。

太
陽
光
発
電
設
備
へ
の

設
備
へ
の

補
助
を
開
始
し
ま
すす

　

補
助
の
対
象
と
な
る
設
備
は
、
次

に
掲
げ
る
全
て
の
要
件
を
満
た
し
た

も
の
で
す
。

（
１
）
余
剰
電
力
を
電
力
会
社
に
送

電
で
き
る
よ
う
、
設
備
を
商
用
電
力

と
連
系
し
て
い
る
も
の

（
２
）
設
備
の
最
大
出
力
が
10
ｋ
Ｗ

未
満
で
あ
る
も
の

（
３
）
申
請
す
る
時
に
未
使
用
の
設

備

Ｑ　

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置　

し

て
あ
る
住
宅
を
購
入
し
た
場
合
、
ど

う
な
り
ま
す
か
？

Ａ　

こ
こ
で
い
う
「
未
使
用
」
と
は
、

　
「
居
住
の
用
に
供
し
た
こ
と
の
無

　

い
」
と
い
う
意
味
な
の
で
、
申
請

　

で
き
ま
す
。

※
注
意
点

・
太
陽
光
発
電
設
備
が
設
置
さ　

れ

た
中
古
住
宅
を
購
入
さ
れ
る
場　

合

は
、
補
助
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

・
太
陽
光
発
電
設
備
が
設
置
さ
れ
た

建
売
住
宅
を
購
入
さ
れ
る
場
合
は
、

補
助
対
象
に
な
り
ま
す
。

※
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
３
万
円
と
し
、
５

キ
ロ
ワ
ッ
ト
（
上
限
）
の
補
助
額
と

し
ま
す
。

最
大
出
力
＝
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
単
位
と

し
、
小
数
点
第
２
位
を
四
捨
五
入
し

た
数
値
（
そ
の
数
値
が
５
キ
ロ
ワ
ッ

ト
を
超
え
る
と
き
は
、
５
キ
ロ
ワ
ッ

ト
）
と
し
ま
す
。

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
や
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
を
積
極
的
に
支
援
し
、
地
球
環

境
の
負
荷
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
者

に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
す
る
も
の
で
す
。

　

補
助
の
対
象
と
な
る
方
は
、
次
に

掲
げ
る
全
て
の
要
件
を
満
た
す
方
で

す
。

（
１
）
国
見
町
内
に
自
ら
が
居
住
し

て
い
る
又
は
居
住
し
よ
う
と
す
る
住

宅
に
対
象
と
な
る
設
備
を
を
設
置
す

る
方
、
又
は
町
内
の
シ
ス
テ
ム
が
設

置
さ
れ
た
住
宅
等
を
購
入
し
、
居
住

し
よ
う
と
す
る
方

（
２
）
申
請
年
度
内
に
、
電
力
会
社

と
太
陽
光
発
電
余
剰
電
力
の
受
給
を

開
始
し
た
方

（
３
）
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
方

（
４
）
過
去
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
設
置
に
関
し
て
、
町
か
ら
補
助
金

の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
方

Ｑ　

申
請
時
は
町
外
に
住
ん
で
い

て
、
太
陽
光
発
電
付
き
の
家
を
国
見

町
内
に
建
築
し
、
引
っ
越
す
予
定
で

す
が
、
補
助
対
象
に
な
り
ま
す
か
？

Ａ　

補
助
対
象
に
な
り
ま
す
。

申
請
時
は
、
契
約
書
な
ど
で
建
築
場

所
が
国
見
町
内
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
、
実
績
報
告
の
際
に
、
転
居
後
の

写
真
と
住
民
票
に
よ
り
確
認
し
ま

す
。

Ｑ　

町
内
の
事
務
所
に
10
Ｋ
ｗ
未
満

の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し

た
場
合
、
補
助
対
象
に
な
り
ま
す

か
？

Ａ　

事
務
所
は
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。
自
ら
居
住
す
る
住
宅
が
対
象
に

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
店
舗
な
ど
は

対
象
と
し
ま
す
。

Ｑ　

借
家
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、
屋

根
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置

し
た
い
。
補
助
対
象
と
な
り
ま
す

か
？

Ａ　

対
象
に
な
り
ま
す
が
、
所
有
者

の
承
諾
書
（
任
意
様
式
）
を
添
付
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

国
見
町
企
画
情
報
課

　

☎
５
８
５
―
２
９
２
７

補
助
の
対
象

と
な
る
設
備

補 
助 

金 

の 

額

・3 .39kW のシステムを設置した場合の 

　補助額の算出方法

　　30,000 円× 3 .4kW＝ 102 ,000 円

・7 .5kW の太陽光発電システムを設置し

　た場合の補助額の算出方法

　　30,000 円× 5 .0kW＝ 150 ,000 円

補 

助
の 

対 

象

と
な
る
方

● 計  算  例 ●
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固定資産評価委員を選任
奥山宏さんに辞令を交付

　固定資産評価審査委員会委員に対する選任辞令が 4
月 11 日、佐藤町長より奥山宏さんに交付されました。
　固定資産評価審査委員は、奥山さんをはじめ 3名の
委員で構成され、固定資産評価額に対する不服などに
対し、中立的・専門的立場から審査・決定する機関です。
　任期は、平成 24 年 4 月 1 日から平成 27 年 3 月 31
日までの 3年間です。

９９歳（白寿）のお祝い
浅野いつの さん（泉田中）

　満９９歳を迎えられた浅野いつのさん（泉田中）に
対する敬老祝い金の贈呈が４月２日、浅野さんの自宅
で行われました。この日は、佐藤町長より祝金、八島
博正議長より花束が贈られ、家族や親戚の皆さんでお
祝いをしました。
　浅野さんには、子ども３人、孫 11 人曾孫 12 人がい
るとのことです。最近では寝ていることも多くなった
ものの、身体は丈夫で、食事は１日２食を毎日食べて
おり、間食はしないとのことです。お祝いの日も元気
な姿を見せていました。

町内の無火災を願って
国見町消防団無火災祈願

　国見町消防団（吉田春夫団長）による無火災祈願が
4月 8 日、町内の鹿島神社において吉田団長をはじめ
とする消防団本団幹部が出席し行われました。
　佐久間巌宮司がおはらいし、祝詞を奏上。佐藤力町長、
吉田春夫団長が代表で玉串をささげました。
　出席した消防団の幹部団員は、今年度の無火災を目
指し、予防消防につとめることを誓っていました。

町のために
寄附をいただきました

　佐藤工業株式会社の八巻恵一常務取締役と菅野貴裕
営業課長が 3 月 30 日来庁し、　「震災の復旧復興に役
立ててほしい」と 100 万円の寄付をいただきました。

3 人が特選受賞
第36回全日本こども美術大賞展

　第 36 回全日本こども美術大賞展の表彰式が 3月 24
日、25 日に神戸市・兵庫県民会館で行われました。
　国見町からは、小さな画家の家（石原晃雲先生）の
教室生 22 人が応募しており、全国 9,000 点余の中から
特選に 3人、入選 1人、佳作に 2人が受賞しました。
【特選】　「宇宙旅行」斎藤圭太（国見小 6年）、「海底探
検」　佐藤　夏（国見小 6年）、「私の家」 鈴木美音（県
北中 3年）、【入選】「仏」斎藤桃子（伊達中 2年）【佳作】
「友だち」 佐藤菜子（国見小 2年）、「私の家」穂苅理沙（県
北中 3年）

あの日授かった命に感動
翔太ちゃん、元気で活発な子に成長

　3月 11 日大震災の発生した日に誕生した鈴木翔太
ちゃんは、元気に１歳の誕生日を迎えました。多くの
命が失われた「3．11」から 1 年、翔太ちゃんは 3人
兄弟の末っ子としてすくすく成長し元気な姿をみせて
くれました。
　母親の真梨子さん（築舘）は「兄弟 3人の中で 1番
活発な子です。1年間はあっという間で、放射線が心
配で子どもたちをどこまで外に出していいのかわから
ず苦労しました。将来は、このような状況なので、た
くましく育ってほしい。健康で長生きしてほしい」と
話してくれました。　

「国見子どもクラブ」開設
平成24年度国見町放課後児童健全育成

　「国見子どもクラブ」の開所式が 4月 6日、国見小学
校体育館で行われ、参加する小学生 82 人と保護者のみ
なさんが出席しました。
　町では、仕事などで放課後保護者のいない子どもを
対象として、平成 18 年度より「藤田子どもクラブ」、
平成 21 年度より「森江野子どもクラブ」を開設してい
ましたが、小学校統合のため、国見小学校体育館 2階
ミーティングルームと校舎 1階図工室をクラブの場所
として変更し、平成 24 年度からは名称も新たに「国見
子どもクラブ」としました。

太々神楽奉納
地域で支える町無形民俗文化財

　町無形民俗文化財の太々神楽が 4 月 14 日、内谷春
日神社において奉納されました。
　内谷春日神社の太々神楽は、出雲流といわれ、比較
的古風な姿を残しており、代表的な舞は、「猿田彦」「岩
戸開」「左右」などの舞があります。
　この日は、一生懸命練習を重ねてきた小・中学生も
参加しました。
　会場に訪れた人々は、大人の迫力ある舞と小学生に
よる可愛らしい舞を楽しんでいました。

まちのわだいまちのわだい
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保健福祉課　保健係　☎ 585--2783

E-mail:hoken@town.kunimi.fukushima.jp　  

＊＊＊　ニコニコ相談会　＊＊＊
対　象　者 実　施　日 受　付　時　間 会　　　場

国見町在住の妊婦
国見町在住の乳幼児及びその保護者 7月 4日（水） 　午前 10 時～

　　　　　午前 11 時 30 分
子育て支援センター
（藤田保育所内）

【実施内容】　身体計測、栄養相談、子育て相談等について保健師、栄養士がお待ちしております。
《持参するもの》　母子健康手帳、お子さんの飲み物（水筒にいれて）を忘れずに！
《申し込み方法》　前日まで保健福祉課または藤田保育所（☎ 585 - 2374）に電話でお申し込みください。

●　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　●
＊＊＊　乳　児　健　診　＊＊＊

該　当　児 実　施　日 受　付　時　間 会　　　場

・3か月児（平成 24 年 3月生まれ）
・9か月児（平成 23 年 9月生まれ） 7月 26 日（木）

　午後 1時 15 分～
　　　　　　午後 1 時 45 分
　

観月台文化センター
第 1和室

【健診内容】　医師の指導、身長・体重測定、調乳、離乳、予防接種などについて
　　　　　　9か月児は、歯科衛生士による歯に関するお話も予定しています。
《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！

「心の健康相談」「心の健康相談」のお知らせのお知らせ
　県北保健福祉事務所では、職場や地域社会・家庭の中でのストレス等の影響で、心の悩みを抱えている方が、
専門の医師に相談する場として「心の健康相談」を実施しています。お気軽にご相談ください。
　　　　日　程：5月 21 日（月）、6月 15 日（金）　13 時 30 分～ 15 時 30 分
　　　　場　所：県北保健福祉事務所
　　　　申込み方法：予約制ですので前日までに電話でお申込みください。
　　　　申込み、問合せ：県北保健福祉事務所　健康福祉部　障がい者支援チーム　☎ 534 - 4300

いのちを救う　愛の献血にご協力を !!　
6 月 25 日（月）は国見町の献血の日です。

【1号車】 【2号車】
実施場所 受付時間 実施場所 受付時間

観月台文化センター前 9:00 ～ 11:00 八巻石材工業㈱　国見工場前 9:00 ～ 11:00
㈱大岩マシナリー　国見事業所前 12:00 ～ 13:00 ㈱大岩マシナリー　国見事業所前 12:00 ～ 13:00
一心堂薬局前 14:30 ～ 15:30 ㈱福梁製作所前 14:30 ～ 15:30
福島信用金庫　国見支店前 16:00 ～ 17:00 清水製作所㈱　福島工場前 16:00 ～ 17:00

献 血 基 準献血基準

健康な方ならば、献血による身体への影響はほとんどありません。しかし、体調をくずしていたり、健康状態
の良くない時に献血をすると健康を損ねる場合もあります。下記を参考にされ、献血されることをおすすめい
たします。

■■献血方法別の採血基準

献血の種類
全血献血 成分献血

200 ｍｌ献血 400 ｍｌ献血 血小板成分献血 血漿成分献血

年　　　 齢 16 歳～ 69 歳 男性 17 歳～ 69 歳※
女性 18 歳～ 69 歳※

男性 18 歳～ 69 歳※
女性 18 歳～ 54 歳　 18 歳～ 69 歳※

体　　　 重 男女とも 50kg 以上 男性 45kg 以上・女性 40kg 以上

年間総献血量 男性　1200ml　　女性 800ml ー

※65歳以上の方の献血につきましては、献血される方の健康を考え、60 歳から 64 歳の間に献血経験がある方に限ります。
※移動採血車による成分献血は、現在実施しておりません。

■■献血の間隔
　　 今回の献血

次回の献血
血漿成分献血 血小板成分献血※ 200ml 献血 400ml 献血

200 ｍ l 献 血

男女とも２週間後の同じ曜日から献血でき
ます。

男女とも４週間後の
同じ曜日から献血
できます。

男性は 12 週間後女
性は 16 週間後の同
じ曜日から献血でき
ます。40 0m l 献 血

血漿成分献血 男女とも８週間後の
同じ曜日から献血で
きます。血小板成分献血

※血漿を含まない場合は、1週間後に血小板成分献血が可能になります。
　ただし、4週間に 4回実施した場合には次回までに 4週間以上あけてください。

検診で自分の健康を検診で自分の健康をチェックチェックしましょう！しましょう！
総合検診が次の日程、会場で実施されます。詳細につきましては、後日お知らせします。

日　　程 会　　場 受付時間

5月 28 日（月）～ 5月 30 日（水） 森江野町民センター

午前 8時～ 10 時 30 分5月 31 日（木）～ 6月 1日（金）、4日（月） 国見東部高齢者等
活性化センター

6月 5日（火）～ 6月 9日（土）、11 日（月） 観月台文化センター
体育館

6月 4日～ 10 日までは、「歯の衛生週間」です。
厚生労働省と日本歯科医師会では「8020（ハチマルニイマル）
運動」を行っています。町においても県歯科医師会から認定され
た方を表彰します。（詳しくは後日回覧でお知らせいたします。）
この機会に「口の中の健康」を見直してみてはいかがでしょうか。

『8020（ハチマルニイマル）
運動とは？』
生涯を通じて自分の歯で食べる楽し
みを味わえることを目標にした、歯
の健康づくりのための運動です。年
齢や食べ物の種類を問わず「噛む」
ためには 20 本必要といわれており、
“80 歳で 20 本の歯 ” と具体的に数値
化した名称になっています。

歯の衛生週間

歯みがきは
じょうぶなからだの　第一歩
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渡辺恵子さん

  

町
の
文
化
財
を

  　
　
　

ご
案
内
し
ま
す

　

４
月
25
日
、
観
月
台
文
化
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
文
化
財
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
登
録
証
交
付
式
を
開

催
し
ま
し
た
。
文
化
財
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
、
町
内
外
か
ら
史
跡

見
学
に
訪
れ
る
方
に
案
内
ガ
イ

ド
や
文
化
財
保
護
等
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
17
名
の
更
新
登
録
者

と
４
名
の
新
規
登
録
者
に
佐
藤

町
長
か
ら
登
録
証
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

　

登
録
証
交
付
式
に
引
き
続
き

研
修
会
を
行
い
、
顧
問
の
菊
池

利
雄
氏
か
ら
石
母
田
城
跡
を
例

と
し
て
「
文
化
財
保
護
、
記
録

保
存
」、木
本
元
治
氏
か
ら
「
徳

江
廃
寺
と
腰
浜
廃
寺
、
西
原
廃

寺
」
と
題
し
て
ご
講
話
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

文
化
財
保
護
や
地
域
の
歴
史

文
化
財
な
ど
に
つ
い
て
知
る
こ

と
が
で
き
参
加
者
に
と
っ
て
有

意
義
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

ＮＨＫスポーツパークＮＨＫスポーツパーク
　松岡修造　松岡修造のテニスパーク

　○と　き　6月 2日（土）午前 9時 50 分～午後 2時 45 分
　○ところ　上野台運動公園グリーンアリーナ 923
　TV でもお馴染みのﾌﾟﾛﾃﾆｽﾌﾟﾚｰﾔｰ松岡修造さんが国見を熱く
     する！
　ミニトークやお楽しみ抽選会など参加自由なプログラムも
　ありますので、多くの皆さまのご来場をお待ちしております。
【お問合せ　生涯学習課文化スポーツ係 ☎ 585-2676】

行事のお知らせ行事のお知らせ
≪ 5月≫
13 日 ( 日 ) 少年仲間づくり教室「開講式」
20 日 ( 日 ) 町長杯スポーツ大会
　　　 　   家庭の日
22 日 ( 火 ) 子ども移動図書館（国見小 2年生）
23 日 ( 水 ) 子ども移動図書館（国見小 1年生）
24 日 ( 木 ) ブックスタート
25 日 ( 金 ) 成人学級「研修旅行（松島方面）」
26 日 ( 土 ) 町長杯スポーツ大会
　　　　　阿津賀志山防塁現地説明会
　　　　　国見っ子わんぱく広場「開所式」
27 日 ( 日 ) 町長杯スポーツ大会
28 日 ( 月 ) 子ども移動図書館（国見小 3年生）
29 日 ( 火 ) 阿津賀志学級「交通教室」
　　　　　子ども移動図書館（国見小 2年生）
30 日 ( 水 ) くにみ女性教室「開講式」

≪ 6月≫
  2 日 ( 土 ) 松岡修造のﾃﾆｽﾊﾟｰｸ ( ｸﾞﾘｰﾝｱﾘｰﾅ 923）
  3 日 ( 日 ) 沢木順復興支援コンサート ( 体育館 )
  4 日 ( 月 ) 休館日
  5 日 ( 火 ) 子ども移動図書館（国見小 1年生）
10 日 ( 日 ) 町民ハイキング（米沢市兜山）
12 日 ( 火 ) 阿津賀志学級「歴史講話」
13 日 ( 水 ) くにみ女性教室「ヨガ教室」
17 日 ( 日 ) 家庭の日
19 日 ( 火 ) 子ども移動図書館（国見小 3年生）
20 日 ( 水 ) くにみ女性教室「ネクタイネックレス作り」
21 日 ( 木 ) 子ども移動図書館（国見小 2年生）
22 日 ( 金 ) 成人学級「ヨガ教室」
23 日 ( 土 ) 少年仲間づくり教室「レクリエーション」

劇団四季で「オペラ座の怪人」「美女と野獣」
など数々の舞台で主役を演じた
沢木順が贈る７年目のステージ！！

沢木順　復興支援コンサートⅡ
◇日　時： 6 月 3 日 ( 日 )                       
                　午後 2時開演
　　　　 （午後 1時 15 分開場）
◇場　所：国見町観月台文化
　　　　　センター体育館
◇入場料：無料（全席自由）
　※上履きをご持参ください
◇お問い合わせ
　沢木順コンサート実行委員会代表　阿部　☎ 585 － 2648
　国見町観月台文化センター　☎ 585 － 2676
♪特別出演　日舞若柳流 若柳会／国見フラクラブ
♪予定曲目
メモリー / 見果てぬ夢 / 愛せぬならば / ドレミの歌 /
オー・シャンゼリゼ /愛の讃歌 /あざみの歌 /上を向い
て歩こう　他

   
国
見
町
剣
道
祭

　

第
10
回
国
見
町
剣
道
祭
は
、

３
月
25
日
に
柏
葉
体
育
館
で
開

催
さ
れ
、
県
北
地
方
や
白
石
市

か
ら
約
60
名
の
小
中
学
生
が
参

加
し
団
体
戦
と
個
人
戦
で
技
を

競
い
合
い
ま
し
た
。
ま
た
、
試

合
後
に
は
指
導
者
も
交
じ
り
盛

大
に
稽
古
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

町
内
参
加
者
の
成
績
は
次
の

と
お
り
で
す
。

【
団
体
】
▽
優
勝
…
佑
武
館
Ａ
（
菊

地
拓
実
・
赤
井
畑
謹
・
赤
井
畑
誼
）

▽
第
3
位
…
佑
武
館
Ｂ
（
斎
藤
智

博
・
大
津
寛
己
・
朝
内
梨
々
香
）

▽
最
優
秀
選
手
賞
…
赤
井
畑
謹

【
個
人
】
▽
（
中
学
生
の
部
）
準
優

勝
…
赤
井
畑
誼
、
▽
（
小
学
5
年

生
以
上
の
部
）
優
勝
…
赤
井
畑
謹
、

▽
（
小
学
4
年
生
以
下
の
部
）
敢

闘
賞
…
菊
地
拓
実 　

   

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
を
12
名
に
委
嘱

　

町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
要
と
な
る
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
に
、

４
月
14
日
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
体
育
指
導
委
員
か
ら
名
称

が
変
更
と
な
っ
た
も
の
で
、
町
体
育
協
会
加
盟
団
体
か
ら
の
推
薦
に

よ
り
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
の
任
期
は
２
年
間
で
、
各
種
ス
ポ
ー

ツ
事
業
の
円
滑
な
運
営
や
地
域
と
の
架
け
橋
役
と
し
て
今
後
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、当
日
は
桑
折
町
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ「
マ
ル
ベ
リ
ー
こ
お
り
」

へ
出
向
い
て
研
修
会
も
開
催
さ
れ
、
地
域
に
根
ざ
し
た
ス
ポ
ー
ツ
活

動
に
つ
い
て
教
養
を
深
め
た
ほ
か
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
体
験
し
ま
し
た
。

　

委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
会
長
…
佐
藤
辰
雄
（
柔
道
ス
ポ
少
）
▼
副
会
長
…
澁
谷
陽
子
（
大
木
戸
）
▼

熊
倉
茂
明
（
小
坂
）、佐
藤
一
紀
（
森
江
野
）、斎
藤
幸
雄
（
野
球
）、佐
藤
庄
一
（
剣

道
）、佐
藤
玲
子
（
家
庭
バ
レ
ー
）、齋
藤
幸
男
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）、紺
野
進
（
バ

ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
）、
伊
藤
玲
子
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）、
村
木
陽
子
（
健
康
体
操
）、

佐
藤
宏
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
少
）

渡邊勝則さん

　

昨
年
八
月
よ
り
国
見
町
公
民

館
社
会
教
育
指
導
員
と
し
て
お

世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

年
度
途
中
か
ら
の
勤
務
と
な

り
ま
し
た
が
、
両
学
級
の
各
種

活
動
に
参
加
さ
れ
る
皆
様
の
お

元
気
な
姿
を
拝
見
す
る
度
に
健

康
の
大
切
さ
を
実
感
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

　

皆
様
に
と
っ
て
の
活
動
が
よ

り
一
層
実
り
あ
る
も
の
と
な
り

ま
す
よ
う
力
を
尽
く
し
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
国
見
町
公
民
館
社

会
教
育
指
導
員
と
し
て
お
世
話

に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

三
月
末
ま
で
森
江
野
小
学
校
に

勤
め
て
い
ま
し
た
。

  

各
種
学
級
会
員
の
皆
様
の
生

き
生
き
と
し
た
取
り
組
み
に
新

た
な
パ
ワ
ー
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

  

生
涯
学
習
課
の
一
員
と
し
て

皆
様
と
一
緒
に
学
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

                       

阿津賀志山防塁第１１次調査現地説明会阿津賀志山防塁第１１次調査現地説明会

　国指定史跡「阿津賀志山防塁」の発掘調査を５月１日より、高橋地区
( 大木戸字高橋 ) にて行っております。調査現場にて調査成果の説明会
を開催いたします。申し込みは必要ありません。是非ご参加ください。
■日　時　５月２６日 ( 土 )　午後 1時３０分～
■駐車場　JA伊達みらいライスセンター駐車場 ( 現場まで徒歩 15 分 )
※駐車スペースに限りがありますのでお乗り合わせの上来場ください。
※小雨決行。動きやすい服装で参加ください。

【 お問合せ　生涯学習課社会教育係　℡ 585-2676 】

委嘱状の交付を受ける
委員

      　　　　  平成 24 年度　町民ハイキング町民ハイキング
直江兼続ゆかりの兜山山頂から米沢城下を望もう！
◆日　時　6月 10 日（日）午前 7時 00 分
　　　　　観月台文化センター集合・出発
◆目的地　兜

かぶとやま

山（米沢市 1,199 ｍ）
 　　観月台文化センター⇒綱木登山口⇒山頂⇒綱木登山口
　　  ⇒小野川温泉（自由行動）⇒観月台文化センター

◆募集人数　先着 25 名
　　　　　　※町内在住または在勤の健脚な方
◆参加料　お一人様 1,500 円（バス代等）
◆携行品　ﾄﾚｯｷﾝｸﾞｼｭｰｽﾞ、帽子、手袋
　　　　　昼食、飲み物、雨具、タオルなど
◆お申込み　5月 20 日（日）午前 10 時受付開始
　※お一人様 2名分まで。参加料を添えて公民館窓口へ
【お申込み・お問合せ】
　生涯学習課文化スポーツ係　☎ 585-2676

ノルディックウォーキングを
体験する委員

観覧者観覧者
募集 !

!
募集 !

!

参加者
  

参加者
  

募集 !
!

募集 !
!

文化財ボランティアのみなさん

阿
津
賀
志
学
級
・
成
人
学
級
を
担
当
し
ま
す




